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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、ポスト・ケインジアンの一人として、現代経済学の形成、イギリス労働党
の政策実施、開発経済学等に多大な影響を与えたニコラス・カルドア（1908-1986）の経済思想を、以下の諸点から明
らかにしたことである。（１）LSEにおける理論形成、（２）第二次世界大戦後の福祉国家構想、（３）発展途上国の
開発経済理論・政策、（４）EC加盟論争とポンド切り下げ、（５）支出税構想や選択的雇用税に関する政策、（６）ケ
ンブリッジ学派の経済成長・所得分配に関する理論的貢献と政策、（７）成熟化したイギリス経済への処方箋、（８）
フリードマンのマネタリズムや均衡経済学批判、（９）社会民主主義のヴィジョン。

研究成果の概要（英文）：This research deals with Nicholas Kaldor's economic thought from the point of the 
following points: (1) his contributions toward pure economic theories such as the cobweb theory, 
imperfect competition, general equilibrium, Hayek's trade cycle, Keynesian economics etc., (2) creating 
the vision of the welfare economic world, (3) his contribution toward development's economic theories, 
(4) opposing british entry into the Common Market such as E.C. and on monetary unions, (5)the expenditure 
tax and the selective employment tax, (6) his new approaches to growth and distribution theory in Modern 
Cambridge School, (7) the watershed of Kaldor's inaugural lecture 1966, Kaldor's laws from the Verdoorn 
and A. Young, (8) supposing economics without equilibrium, and opposing against Monetarism, (9) his view 
of democratic socialism.
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1．研究開始当初の背景 
 
申請者の研究の全体構想は、20世紀のイギ
リス内外に多大な影響を与えたニコラス・カ
ルドアの経済理論と経済政策、ひいては社会
ヴィジョンともいうべき経済思想を明らか
にすることであった。カルドアは、現代経済
学において今なお重要な人物の一人である。
なぜならば、「ゆりかごから墓場まで」を唱
道したウィリアム・ベヴァリッジと協同して、
福祉国家政策を掲げたり、ジョーン・ロビン
ソン、リチャード・カーン、ピエロ・スラッ
ファとともにイギリス・ケンブリッジ学派の
先導的役割を担ったり、ポンド切り下げや選
択的雇用税、そして支出税といったイギリス
労働党の政策立案や開発途上国に対する立
案をなしたり、フリードマンらマネタリズム
や新古典派経済学を鋭く批判したり、サッチ
ャー政権を批判したりと、現代経済学におけ
る彼の様々な貢献は枚挙に暇がないからで
ある。さらにカルドアは、1930 年代の LSE
（ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス）
でライオネル・ロビンズやフリードリッヒ・
ハイエクの指導を受けて、くもの巣理論、不
完全競争や過剰能力、主観的需要曲線といっ
た純粋理論への数多くの貢献をなしたこと
を見るならば、LSEとケンブリッジの架橋的
存在として重要な鍵を握る人物である（キー
パーソン）。 
 カルドアの経済思想についての研究は、
King(2009), Targetti(1992),Thirlwall 
(1987), Turner(1993)の代表的な著作がある。
それらの著作で、カルドアの理論や政策の概
要は明らかになっているが、カルドアの経済
思想面については、「フェビアン社会主義」
との関係や「急進的な社会民主主義」と指摘
されるに留まっている。また国内にカルドア
の評伝や紹介の研究はあるものの（cf. 根井
1989）、一冊のまとまったカルドア研究は皆
無である。 
＜引用文献＞ 
①King, J.E. (2009)Nicholas Kaldor. New      
  York: Macmillan. 
②Targetti, F. (1992) Nicholas Kaldor: The    
  Economics and Politics of Capitalism  
  as a Dynamic System, New York :  
  Oxford University Press 
③Thirlwall，A. P. (1987)Nicholas Kaldor.   
  Washington Square: New York  
  University Press. 
④Turner, M. S. (1993)Nicholas Kaldor and  
  the Real World. New York: M. E.   
  Sharpe. 
⑤根井雅弘（1989）『現代イギリス経済学の  
  群像―正統から異端へ』岩波書店。 
                                           
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、緒に就いたばかりのカル
ドアの経済思想を、彼の経済理論や経済政策

をもとに、できるかぎりその輪郭を描き出し、
そのヴィジョンを掴むことである（カルドア
は、ハイエクやケインズと違って、社会哲学
に関する論文を書いておらず、政策的な論文
や理論的な論文がほとんどであるため、この
ような表現になっている）。LSE やケンブリ
ッジの第一次資料に基づく知的交流や思想
史の観点から、カルドアの経済思想を深く研
究する必要性は存在する。さらにケンブリッ
ジ時代のカルドアは、LSE 時代の研究業績、
ケンブリッジのジョーン・ロビンソンやリチ
ャード・カーン、ピエロ・スラッファ、ひい
てはオックスフォードのロイ・ハロッドやジ
ョン・ヒックスと対照して扱う必要がある。
＜１．研究開始当初の背景＞でも言及したよ
うに、国内ではカルドアの経済思想をテーマ
とする研究書は皆無である。以上から、カル
ドア研究は新規性と独創性を有し、潜在的で
開拓余地のあるテーマの一つとして位置づ
けられる。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は具体的に以下の項目に分けられ
る。 
 
（１） ハンガリー、ドイツ、LSE におけるカ
ルドアの活躍―ジャーナリスト、純
粋理論の研究 

（２） 第二次世界大戦中のケンブリッジの
LSE 時代におけるカルドア―応用経
済学と福祉国家 

（３） 戦後の新国際秩序におけるカルドア
の活躍－開発経済学と経済成長、農
業－産業モデル 

（４） カルドアと労働党の経済政策－ポン
ド切り下げ、選択的雇用税、支出税 

（５） 戦後のケンブリッジ学派の成長・分
配・所得理論のカルドア-ジョーン・
ロビンソン、リチャード・カーン、
ピエロ・スラッファ、ロイ・ハロッ
ド、ジョン・ヒックスとの知的交流 

（６） カルドアと成熟化したイギリス経済
問題-産業硬直、経済成長率の鈍化、
EC 加盟論争 

（７） カルドアのマネタリズム・新古典派
経済学批判-ミルトン・フリードマン
や均衡経済学 

（８） カルドアと社会民主主義のヴィジョ
ン－現代イギリス史を通じて 

 
 本研究の手法は、以上の項目を中心に、内
外のカルドアの論文・関連論文等をすべて調
査すること、そして一次資料としてケンブリ
ッジ大学所蔵の「カルドア文書」を用いて、
LSE やケンブリッジ大学の図書館を中心に文
献渉猟を行うことで、これまで研究があまり
なされてこなかったカルドアの経済思想の
本質を掴むことであった。 



４．研究成果 
 
 本研究の成果として、＜５．主な発表論文
等＞で記載した発表した論文や学会報告を
通じて、大まかに次の三点の結果が得られた。 
（１）カルドアの経済理論と経済政策ばかり
でなく、カルドアの社会ヴィジョンが明らか
になったこと。これは、「社会民主主義者」
と指摘されるに留まるカルドアの経済思想
に対して、経済学史や経済思想史におけるカ
ルドアの位置が明確となった点で、重要な意
義を与えたと言える。 
（２）LSE とケンブリッジの架橋的存在であ
るカルドアの全体像を明らかにすることに
よって、LSE とケンブリッジの学問的状況が
明らかになったことである。カルドアは、LSE
とケンブリッジのキーパーソンとして位置
付けているが、両学府の包括的な研究成果に
一石を投じ、新たな知見が得られた。 
（３）カルドアの社会民主主義のヴィジョン
が明らかになったことで、第三の道やニュー
レイバーという現代のイギリス史や政策思
想に連なる重要なアイデアを検討する題材
を与えることができたことである。経済学史
や経済思想といった狭義の研究領域にとど
まらず、社会科学全体を考えるうえで、カル
ドアの知的貢献が重要であることが確認で
きた。 
 また＜５．主な発表論文等＞に掲載してい
ない研究成果（論文・著書）については、現
在公刊準備中である。 
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